
第 3 章 遺 物 

泉拓 良 家 根 群参 森本 音 玉田若夷 

調査で出土した 遺物は整理 箱 ケお 4 箱 公 であ る。 そのうち， ¥¥ 箱 分は平安時代以降の 遺物 

であ って，そのすべてが 黄色砂 ( 第 9 層 ) より上層から 出土した。 平安時代以降の 遺物につ 

いては，すでに『京都大学構内遺跡調査研究年報 昭示 巧 4 年度』において 報告したので ， 

ここで は 残りの 牝 糖分の縄文時代と 弥生時代の遺物について 述べる。 

I 土 器 

黄色砂の下では ，弥生土器は 暗灰色砂質 土 ( 第 11 層 ) から畿内 第 1 様式新段階の 毒が 1 点 

出土しただけで ( 図 37-363), 残りはすべて 縄文土器であ った。 縄文土器は晩期の 一群と 

中期 - 後期初頭の一群とに 大別でぎ，それら ほ 主として出土する 層位に違いがあ った。 と 

くに，晩期の 土器は層位による 区別が可能であ るので，層位を 中心に分類したが ，その他 

の 土器は層位による 細分は不可能であ ったので，従来の 時期区分・型式に 従って分類・ 図 

示することにした。 なお，それぞれの 土器が出土した 地点と層位は 表 6 にまとめた。 

縄文前期大歳出 式 ( 図版 8 . 図 14)  出土したのは 3 点であ る ( 土器番号 1 一 3 , 以下 

土器番号は省略する ) 。 3 点とも Rl, の縄文地に 幅 約 5 ㎜の 山 帯を貼付け， 凸帯 上を刀杖 

に 先端を加工した 半裁 竹 管状工具で 押 引いている。 内面の調整は 丁寧な撫でで ，この点で 

も北白川下層 3 式と分離できる。 層位の上では 中期の土器と 区別できなかった。 

縄文中期鷹島 式 ( 図版 8 . 図 14)  同一個体と思われる 2 点だけであ る (4 . 5) 。 赤禍 

色の色調で，胎土に 砂 粒を多く含む。 節の中のしわが 不明瞭な特殊な 縄文を地文とし ， 幅 

I5mm の幅広 C 手爪形文を密に 施す。 凸 帯を貼付けずに C 手爪形文を施す 点，爪形文の 幅が 

広 い ことなど 船元 1 式に通じる特徴ももっが ，縄文は鷹島 式 独特のものであ る。 

縄文中期 船元 Ⅱ 式 ( 図版 8 . 図 Ⅰ の   点だけが出土した (6) 。 撚りの粗い LR の縄文 

地に凸 帯を貼付け，艶状工具で 刻んでいる。 口 線上端も刻んでいる。 

縄文中期中葉型式不明土器 ( 図版 8 . 図 14)  キャ り パ一形をなす 深鉢 の目縁 部 (7) 。 口 

録下に 凸帯 で長方形区画を 作り， 凸 帯の上下を C 手爪形文で飾る。 C 手爪形文 列 で口 縁下 

にも曲線的文様を 描くが，その 意匠 は不明であ る。 凸帯 での長方形区画は 近畿地方以西で 

は， 船元 Ⅱ式に数例知られているだけであ り，東海地方糸の 土器であ ろう。 
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40 遺   

縄文中期 船元 m 式 ( 図版 8 . 図 Ⅰの 縄文地に半裁 竹 管内側面で平行 沈 線を描く土器の 

5 ち ， 地の縄文が通常の 単館縄文であ る土器 C8 ～ 15) 。 凸帯 上およびその 周囲に多 条 に平 

行 沈 線を施す 船元 Ⅲ 式 A 類 だけが出土している。 日録内面を肥厚させて 内側に面取りする 

手法は， 船元 Ⅳ式にっながるものであ る。 文様は直線的な 幾何学文が主体となる。 縄文は 

RL の縦走行の縄文で ，平行洗練間の 幅は約 4m をはかる。 

縄文中期 船元 W 式 ( 図版 8 . 図 14)  縄文の条が交互に 深浅となる 縄巻 縄文を地に施し 

た土器 (16-29) 。 文様は半裁 竹 管内側面に よ る平行洗練 で 弧状文を描き ， 口 緑郎文様常員 

上部，および 頸部無文帯の 上・下に波状文を 施す (16. 18 ～ 23) 。 半裁 竹皆 による平行洗練 

間の幅は 3-5w で， 4mr のものが多く ， 船元 Ⅲ式のそれと 類似する。 

縄文中期 里木 Ⅱ 式 ( 図版 8 . 図 14)  撚糸女 ( 樺巻縄文 ) を地文とし，その 上に半裁 竹管 

によ る平行洗練 文で 弧状文を施す 土器 (30 ～ 37) 。 撚糸 支 は 1 段 L の 撚 紐を棒に巻きつげた 

のであ る。 文様意匠 は船 元 Ⅳ 式 と大きな変化はないが ，半裁 竹管によ る平行洗練間の 幅は 

3nm と狭いものが 主体となり， 船元 Ⅳ 式 と区別できる。 また， 本 遺跡出土の船 元 N 式 ， 里 

木 Ⅱ式の弧状文は ，瀬戸内地方と 同様に 3 条 (6 本 ) 以上重ねて施したものが 多く， 2 条を 

主 とする中部・ 東海地方と微細な 点で変化を認めることができ る 。 

縄文中期末・ 後期初頭 禾 命名型式土器 群 ( 図版 9 一 15, 図 15 ～ 34)  本 遺跡の主体をなす 土 

器群で ，黒色土 1 . 2 層 ( 第 37-41 層 ) から単純に出土したが ，斜面堆積物とい 5 性格から 

晩期の包含 層 にも混入していた。 この群の土器は 3-4 型式にわたる 資料を含むが ，層位 

の上では区別でぎず ，中期末・後期初頭の 一群として一括した。 しかし，確実に 後期初頭 

すわち中津 式 と断定し 5 る 資料はなく，そのほとんどが 中期に属することは 間違いない。 

以下，詩形を 主として分類した 器種 にもとづき土器を 説明する。 

深鉢 A 類 ( 図版 9 . 10 ，図 15 ～ 19)  目縁 下 にすぐ目縁郁文様 時 めくる，水平日録もし 

くは主文様部が 波状を皇する 深鉢 を一括した。 口 綾部と胸部とを 区分する手法によって ， 

1 ～ 4 類に細分し，さらに 口 綾部 と 祠部との区分が 不明瞭な土器を 5 類 ， 口 綾部文様 帯 が 

退化したものを 6 類 として加えた。 

深鉢 A l 類は口緑郎と 胸部とを経常で 区分する土器で ， 器壁 もその部分でかすかに 内抗 

して 口 緑郎が立つ (38 一 40, 42 一 72) 。 文様帯の構成では ，頸部無文帝をもつものは 55 だ け 

であ り，ほかは 口 緑郎文様帯下に 直接胸部文様がつく。 ただし， 42.46 は 器形 上の区分で 

十ま Bm 部に含むべぎところに ，目縁 部 と同様の文様がも う 1 設施されており ，文様帯の構成は 

他と異なっている。 また， 38 の目縁郁文様帯下にくる 横位 短 直線多重文は 後述の A4. 類の 
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図 l4                                                            4 . 5 鷹島 式 ， 6 船元 Ⅱ 式 ， 7 型式不明， 
8 一 l5 帖 元 Ⅲ 式 ， lf 一 29 船元 Ⅳ 式 ， 30-37 豊水Ⅱ 式 ) 



42 遺 物 

分時波状文と 関係する資料であ る。 口 綾部の文様で ， 深鉢 A l 類は a-f に細分できる。 

A l 類 a は凸帯 で渦巻区画文を 描く土器で，これに 属するのは頸部無文帝のあ る 55 だけ 

であ る。 A l 類 b は 隆帯ど 洗練とで渦巻区画文を 描く土器 (38.43 .58)o A l 類 。 は回線 

部と 胸部とを区分する 経常 が ，主文様の円形区画文を 囲む土器 (42.44 ～ 51) 。 っ なぎの文 

様 は 楕円形区画 文で 

縄文を充填すること 

が 多い。 A l 類 d は 

主文様が渦巻文で ， 

そのまわりを 隆帯が 

か こむ土器 (39  .52 

・ 53 .56 .59 一 63 . 

69) であ る。 つなぎ 

の文様の区画内にほ 

「 ハ 」字形の筆順に よ 

る横位羽状況 線 文を 

施すことが多い。 

A  l 類 e6%A  l 類 

b ないしは A l 類 c 

の 主文様が省略され 

たもので， 口 緑郎 と 

胴部 とを区分する 隆 

帯が 「 ノ 」 字状 に口 

縁 に取り付いた 土器 

(64 一 67) 。 幅の狭い 

楕円形区画の 中に， 

羽状況 線 文の退化と 

もみえる， 3 列の刺 

実友列を充填した 土 

器 (65) と ，目録部を 

無文にした土器 (66. 

    

図 l5 縄文中・後期の 土器㈲ (38-40 深鉢 A l 類 ， 4@ 深鉢 A 3 類 ) 
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図 l6  縄文中                               ⑭ 2-58 探鉱 A l 類 ) 
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醗 ， 柁姦倣鞄穏お 瀦穏鍬汚 
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図 7  縄文中                         (59 一 72 深鉢 Al 類 ，                                     
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図 l8  縄文車                                             (77 一 85 探鉱 A  2 類 ， 86.87 探鉱 A  3 類 ， 88 一 96 採鉱 A  4 類 ) 



46 遺 物 

67) とにわかれる。 この類に含ませるべきか 迷 う ものに 64 があ る。 胴 上部にも目縁 部 と同 

様の文様がも う 1 帯くる可能性があ ること，日録郁文様の 区画 内 羽状況 線が 「 ハ 」字形であ 

ることなど， A l 類 c や d と類似しており ，それにつながる 資料であ ろう o A l 類 すは a 

-e とは違って 隆帯 を口綾部 と 祠部との区分にだ け 用いる土器で ， 日録郁文様が 渦巻文と 

区画 丈 によって構成するもの (40 ・ 54.57), 短 直線だけで表わすもの (70-72) があ る。 

なお， A l 類の胴部 は 判明しているかぎり ，すべて 3 本から 6 本の垂下 沈 線を主文様の 下 

およびつなぎ 文様の中央 下 に施し，そのあ 、 ・ 、 だに縄文を縦に 転がしている。 

A2 類は A l 類 と同様の器形をなすが ， 口 綾部 と 胸部とがより 直線的につながる 土器 

で， 口綾 部の幅が A 1 類 より狭く， 口 綾部 と胴部 との境を外面へ 肥厚させる (73 ～ 83) 。 細 

く高い 凸帯 で区画する 84.85 もこの類に含めたが ，資料が増加すれば 独立させるべきもの 

であ る。 口 綾部文様は，楕円形区画叉 (A2 類 a 73 ～ 75 .81 一 83) や曲線 文 (A2 類 h 7f 

・ 78-80 ，無文 (AZ 類 c 77) が主で， 凸帯 が主文様部と 條わることはない。 腕部文様 は 垂 

下洗練 丈 になりそ 5 な例もあ るが (76), 曲線上 (75 .77,82) や無文 (73.74) が主であ る。 

A3 類は目縁部 と胴部 との境が屈曲する 深鉢 であ る (41 .86.87) 。 目縁郁文様は ， A l 

類の主文様に 相当する上下 2 段の指頭 圧痕文 C4lK や円形区画 文 ?(87) と，っ なぎ文様であ 

る 楕円形区画文からなる。 86.87 は 口 綾部に限って 洗練肉刺実況線を 用いている。 胸部 に 

は渦巻文や多重洗練による 楕円文を施す。 さらに一部の 文様は磨 消 縄文 ( 充填 ) を呈してい 

る (86) 。 この土器 群は 岩壁 が 4 ～ 5 ㎜と薄く，乾燥が 十分でない う ちに強く施文したため 

か ，文様が 器壁 内面にまで押し 出されている。 A l . 2 類 とは系譜を異にする。 

A4 類は口綾部と 胸部とを多重洗練 によ る 連 孤立で区分する 土器であ る (88 ～ 96) 。 おそ 

らくこの類には 2 系統があ り，尾田 式系 のものは胸部に 垂下 沈 線を施すことがなく ，東海 

系のものは胸部に 垂下洗練がくる (88.92) 。 口 緑郎には横位の 双頭渦巻文や 区画文を配す 

るが， 凸 帯を垂下させその 両側に連弘文を 施す土器 (93) も特徴的であ る。 

A5 類は 目録郎 と 胸部とが文様帯の 相異だけで E 介 される土器 (97 一 107) 。 目録郎文様 

は ，横位の羽状況綴文 や刺突 文を充填した 区画 文 ， 刺 実友だ け ， 2 本の直線上に 退化した 

ものなどがあ る。 区画文の土器は 器 壁 が薄く，胎土も 繊密で，小型の 器形になる。 

A6 類は 目録郎文様帯を 消失した土器 (108 一 127) 。 磨消 縄文の土器と 洗練 文 土器とにわ 

かれる。 縄文は RL が 3 分のⅠほどあ り，他の類と 異なり，一部は 後期初頭の中津 式 に含 

めるべきかもしれない。 109 の縄文 は RL, R, R, の 3 本の縄の束に よ る縄文で， 磨消 

縄文に用いた 何としては初見であ る。 
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ヰ 8 遺   

深鉢 B 類 ( 図版 11, 図 20-22)  目縁部から 1 段下ったところに 縫帯 で 楕円形区画文を 

横につらねた 文様を施す土器。 この類のほとんどは 目 縁部下が無文になるか ，縄文だけを 

施す土器であ るが， A 類の口緑郎文様と 同様の文様を 施す土器もあ る (132-135) 。 胸部の 

文様はほとんどすべてが 3 ～ 5 本の垂下洗練東と 洗練 京 間の 縦位 施文縄文であ り，この 女 

様 構成を取らない 可能性のあ るものは， 158. 159 だけであ る。 また 147 は縄文が細線羽状 

文に置換されている。 B 類は特徴的な 楕円形区画 文 のつなぎ部の 違 い から， B l 類と B2 

類に大別できる。 161 はいずれの定義にも 合致しないが ，一応 B2 類 とする。 

B l 類は 楕円形区画 文 のつなぎ部が 橋状 把手となる土器であ る (128 ～に 0 ・ 132 ～ 148) 。 

白帯を楕円形にめぐらし ，さらにその 内側に沈線を 楕円形にめぐらす。 区画内の文様でど 

と b に細分できる。 B l 類 a は区画内の羽状況 線を 「 ハ 」を書く筆順もしくはその 逆で描 

いている土器 (128. 129. 132-134. 応 7-144. 147) 。 B l 類 b は区画 内 羽状況 線を 「 く 」 

を 書く筆順で描く 土器 (135 . 136. 145) と 2 列 刺 英文の土器 (146) とであ る。 

30 

  

図 20 縄文中                                   (l28 一 lSo 保鉢 B l 類 ，は l 保鉢 B               
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図 2l 縄文中                                                                                                     
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土 老号 予 51 

B2 類は 楕円形区画のつなぎ 部が突起となる 土器であ る (149-163)o B l 類の文様要素 

が個々の土器でばらばらになる。 149 はこの類に含めたが R l 類 a の 橋状 把手部がたまた 

ま 器面は ついてしまった 土器と考えたほうが 良い。 B 2 類も a ～でに細分ができる n B 2 

  類 a は B l 類 と同様の文様をもつ 土器 (149 ～ 152)o B2 類 b は洗練区画内に 短直線 文 を充 

損させた土器 (131 . 157)0 B 2 類 。 は， B 2 類 a の洗練区画が 省略された土器 (154 ～ 156. 

16 の 。 B2 類 d は区画洗練だけが 残った土器 (153. 158. 159. 163)0 B2 類 R は山市によ 

る楕円形区画 (160) , B2 類 f は山苧だ け (161) の土器であ る。 

深鉢 C 類 ( 図版 12, 図 23 一 %)  4 ～ 6 個の突起状山形日録をもっ ， 胴がきつくくびれ 

た 深鍋 (164 ～ 199) 。 祠部文様は山形頂部下に 渦巻文や円形区画文を 配することが 多いが， 

それ以下の文様は 今回の資料ではわからない。 日録部の文様から 3 類に細分した。 

G l 類は口緑郎文様が 楕円形区画文を 基調とした文様の 土器 0165 一 185) 。 文様の違いで 

a-c に細分できる。 C l 類 a は目縁郁文様が 隆帯 のからむ渦巻区画叉となる 土器と 2 本 

の刻冨山 帯 で文様を構成する 土器 (179. 180)o C l 類 b は区画叉 聞さ隆帯 で区切る土器 

(182)o C H 類 。 は上記以外の 楕円形区画文の 土器であ るが， 区画内に「 く 」字形筆順羽 

状況 線 (185) や刺 案文 (184) を充填した土器もあ る。 

G2 類は口 綾 部 に 1 本次線を施す 土器 (186 一 192) 。 文様や技法から a .b に細分できる。 

G2 類 a は渦巻区画文の 変形と思われる 文様の土器で ， 2 点あ るが同一個体の 可能性が強 

い (186. 189)o C2 類 b その他の土器で ，山形 口縁 下の文様が区画文の 土器 C188. 190 ・ 

191) と渦巻文の土器 (1g2U とがあ る。 192 は 器壁 ，胎土が A3 類 と同じであ る。 

C3 類は口 綾 部の文様が省略された 土器 (193 . 194. 196) と ， 胴部 には 口 綾部文様が移 

勤 した土器 (164. 195 . 197 一 199) であ る。 胴 くびれ 部 上部の波状文が 他 類 ょり目立つ。 

  20cm   
図 23  縄文中・後期の 土器 (9) Cl64 深鉢 C3 類 ) 



図 24 縄文中                                                                           
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    15cm 
198               

図 25 縄文中                                                                                                                                                                                                       



5 ヰ 道   

図 26 縄文中                                                                                       
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図 27 縄文中・                                                                             



56 遺   

深鉢 A.B .C 類の胴部 ( 図版 15, 図 26.27)  垂下洗練のあ る破片 ( 幼 0-217) と ，曲線、 

的な文様のあ る破片 (218 一 237), 特徴あ る縦走向縄文のあ る破片 (238.239), 他 地方の文 

様の特徴を示す 破片 (2%.241) とにわかれる。 垂下洗練のあ る破片と曲線的な 文様のあ る 

破片の比率は ，出土量の多かった c 5 I . Ⅱ 区 ， c 4 Ⅳ区で， 3 対 1 であ った。 

垂下 沈 線を施した土器は ，そのほとんどが 洗練 京 間 に 縄文を縦方向に 転がしており ，そ 

の撚りほごく 少数 (212) を除き， LR であ る。 ほかに，垂下洗練 束が磨消 縄文帝となった 

土器 (2 ㏄ ), 洗練 束を櫛描 細線で描いた 土器 (211), 縄文の替りに 櫛描 細線文を用いた 土 

器 (216) , 縄文を縦に転がしただけの A4 類 星出 式系 の胸部 (214.215) などがあ る。 

曲線文を施した 土器 は ，変形区画 文 (218) , 同心円文や渦巻文 (219 一 227.233-237) が 

主であ る。 この種の土器は 概して 器壁 が薄く， 233 一 237 はとくに薄い。 

240 は中部・北陸地方西部の 葉脈状文保 鉢 胸部であ ろう。 経常 が 垂下し，その 間に羽状 

沈 線を施す土器で ，この種の土器としては 吉相を示す。 241 は 隆帯 で曲線的な文様を 描 き 

縄文を充填する 大木 10 式 系の土器。 胎土は細かな 砂粒に 富み ， 他の土器と異なる。 

深鉢 D 類 ( 図版 15, 図 28.29)  縄文だけで 器 面を飾る土器を 一括した (242 一 261)0 こ 

の類の土器は 口 縁 。 ム こと 笘 六才 臣弗 兄 A 樹 A 万田パ       

上端ないし内面に 

も 縄文を施すこと 

を 原則としている。 

器 形の違いから ， 

2 類に分類した。   
いしやや 外 反した 

口 縁の土器で ，縄 

文を不定方向に 施 

すものが多い (242. 

243-251-261)@o 

D2 類はロ録郎 が 

肥厚する土器で ， 

20cm 
全面に横位施文の   
縄文を有する 土器 図 28  縄文中                                   (2 ヰ 2.                                                                                 
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      。 。 ヰ " 。 ・ ， @@ も # 芙穏フ ン """" 

趨鰯ル接鰯 ;   
  

図 29  縄文中・後期の 土器Ⅱ 5@  (245-250 深鉢 D  2 類 ， 25l 一 26l 深鉢 U  l 類 ， 
262.263 探鉢 E 類 ， 2fn4-2f6n 深鉢 F 類 ) 

(245 .247.248) や ， 口 緑郎に横位縄文，脚部 に縦位 縄文を施す土器 (249. 乃 0), 目縁 部 

に巻貝に よ る 擬 縄文を施した 土器 (246) などがあ る。 縄文は LR がほとんどであ る。 撚糸 

女 0261 は 里木 Ⅱ式に遡り， 擬 縄文の 246 は後期に下ると 思われる。 

深鈷 E 類 ( 図版 15, 図 29)  櫛 推条線だけで 器 面を飾る土器 (262.263) 。 口 綾部 片 がな 

いため，全体の 器形や文様構成 は わからない。 

深鉢 F 類 ( 図版 15, 図 29)  無文の土器 (244.264 ～ 266)0 界画調整は粗い 撫でで， 器 

面の凹凸が著しい。 目 縁を面取りし ，そこに縄文を 施す土器もあ る。 



遺   

茂林 A 類 ( 図版 13.14, 図 30 ・ 32.33)  浅鉢は 探鉱 と 比べて胎土がよく ，誌面の調整 

も 丁寧であ る。 A 類は「 く 」字形に内 抗 した目録部の 有文法 鉢 (267 ～ 272.279-305) 。 

  20cm 

図 30  縄文中                             (267 浅鉢 A  l 類 ， 268.269.27l 段 鉢 A  4 類 ， 270 ・ 272 浅鉢 A  2 類 ) 
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口 緑郎文様の違いから 4 類に細分した。 

浅鉢 A1 類は多 条 の洗練 で ロ縁郁文様を 描く土器 (267.279 ～ 289) 。 文様意匠 は主文様 

部に渦巻文や 多重姉角形文を 配し，それを 多重の楕円形区画 文 でつなぐことが 多い。 主文 

横蔀の押縁は 波状を呈する。 主文様部を隆 帯 で囲む土器を A l 類 a (267.281), その他を 

A l 類 b とすると， A l 類 a のつなぎ部の 区画皮内の文様は ， 渦巻文と区画 文 とからな 

    A l 類 b の多重楕円形区画 文と ニュアンスを 異にすることに 気づく。 A2 類は，つな 

ぎ 部の文様が 1 . 2 条の区画洗練 で ，主文様部に 渦巻文， っ なぎ部に楕円形区画文を 描く 

土器 (270.272.290-296) 。 A 1 類 と同様，主文様を 隆 帯 で囲む土器を AZ 類 a (270 ・ 

291 ～ 293  .295  .296),  隆帯 が消失した土器を A  Z 類 b  (290  ・ 294),  口 綾部の幅が狭くな 

った 土器を A2 類 。 (272) とする。 A2 類 a は，楕円形区画内に「 ハ 」字形筆順の 羽状況 

綴文を充填した 土器が多い。 A3 類はっなぎ部の 文様に刺実友を 用いる土器 (297 ～ 303)0 

目線部の幅が 広く， 主文様部を隆 帯 で囲む土器を A3 類 a(299), 経常のみられない 土器 

を A3 類 b(297.298), 薄手で文様に 萎縮のみられる A3 類 。 (300 ～ 303) とに区分した。 

A  4  類は， A  l ～ A  3 類に含まれない 浅鉢 A  類を一括した (268  .269  .271  .304  .305)0 

274 

ヘノ 
275 

7
6
 

 
 

 
 

  20cm 
77                 

図 3l 縄文中・後期の 土器㎝ (273.2n7m 浅鉢 H l 類 ， 274 浅鉢 G2 類 ， 

275%,  276 浅鉢 D 類 ， 27R 浅鉢 B  2 類 ) 
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    韓窩 紅蟹 碑称 

図 32  縄文中・後期の 土器㈹ (279-289 浅鉢 A  l 類 ， 290-296 浅鉢 A  2 類 ， 297-Sna 浅鉢 A  3 類 ) 
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271 は洗練間を箆で 刻む文様の土器であ るが，胎土は 241 と類似し ， 地の土器でない。 

268 ほ 日録部の渦巻文 干 に橋 状 把手を配す土器。 304.305 は 押 引 き 洗練 文 が特徴であ る。 

浅鉢 B 類 ( 図版 13.14, 図 31.33)  口 綾部 が 「 く 」字形に内 抗 した，無文で 研磨の著 

しい土器 (273.277.278.306-310) 。 口 綾部の幅で 2 類に細分した。 

R l 類は口 綾 部の幅が広く ，目録 と 屈曲部が肥厚する 土器 (273.277)0 B2 類は幅の狭 

い口 綾 部の上下が 凸 帯状に肥厚し ，数ケ 所に橋 状 把手状の突起がつく (278.306 一 310)0 

突起を横方向に 穿孔して 橋状 把手 状 にした土器 (278.307.308) と ，突起のままであ る 土 

器 (310) とにめげられる。 

浅鉢 C 類 ( 図版 13.14, 図 31.33)  外 反する目縁の 浅鉢で ， 口縁 内面に文様 帯 を有す 

る土器 (274.311-317)o Cl 類は内面に沈 線 文を施す土器 (311)o C2 類は肥厚した 内 

図 33 縄文中，後期の 土器㈹ (304.305 浅鉢 A4 類 ， S06- 紐 0 浅鉢 B2 類 ， Slm 浅鉢 C, l 類 ， 
田 2-314 法 鉢 G 2 類 ， 3l5- ㎝ 7 浅鉢 C 3 類 ， 3.18 浅鉢 D 類 ) 
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333 

334 

335 

336 

325 

  

fl し -- 上 41 
3 お 

  

342     15cm 
図 34 縄文中。 後期の土器㈹ C3l9-342 底 ぎは ) 

面に縄文を施す 土器 (274.312 ～ 314)0 C3 類は内面肥厚 帯 が無文の土器 C315 一 317)0 

浅鉢 D 類 ( 図版 13, 図 31.33)  無文の浅 鉢で ，爪形を皇する 土器 (276 。 318)0 

壺 ( 図版 13, 図 31)  無文・無類の 壷 (275) の 1 例だけであ る。 

品種不明土器 ( 図版 15)  343 は 隆帯 で渦巻区画文を 描き ，っ なぎ部が 橋状 把手となる土 

器で，羽状況 線文 を配す。 344.3 麓は細かな 押 引き沈線を密に 施す。 346 は 深鉢 B 類 0 

345 は区画内の刺案文を 特徴とし， 器 形は小型の壷を 思わせる球形の 胴部 片 であ る。 

底 部 ( 図 34)  図示した土器は ，ほとんどが 深 鉢の底部と思われる 破片であ る。 基 

本的に底面から 90 。 に近い角度で 胸部が立ち上がる 土器で，底面から 直線的なものが 多い 

(319 ～ 332) 。 しかし底面直上でくびれる 土器もあ り (333-337), 後期的な底部のはしりが 

みられる。 338 ほ中部・東海地方西部の 深鉢の脚台部であ り，垂下する 世帯の両側を 押 引 
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いている。 339-342 は底部の擬日録 側 で，底部が円盤貼付けであ ったことを示す。 

縄文晩期末の 型式 辞 ( 図版 15 . 16, 図 37- 如 )  この時期の土器群は 泥炭質 層 および斜面 

黒褐色土層から 出土した。 泥炭質 層 出土土器は量的に 少ないが，層位が 安定した出土状況 

を 呈しており，斜面堆積層からの 出土土器は層位が 不安定であ った。 以下では，泥炭質 層 

出土土器を層位ごとに 記述し，斜面堆積層出土土器はその 補完にあ てる。 

晩期末の土器，とくに 山苧 文 土器の記述にあ たっては， 器形 および世帯の 断面形態， 凸 

帯 と口 縁 との位置関係， 凸帯 上の刻目の形態が 重要な要素となる。 凸 帯の形態とその 施文 

位置による要素分類 ( 図 35, 図 36) に従って，以下の 凸弔文土器を 記述する。 文中で用いる 

探鉱 A 類 とは屈曲する 層部をもつ探鉱であ り， 深鉢 B 類 とは砲弾形を 皇する 深鉢 であ る。 

また，図 36 に示した列目の 分類に対して ， 刻目 

が 微かなことを 特徴とする一群の 土器があ     

D 手と V 字の区別がつかなかったため ， ここで 
              比 、 、 什 " 甲 " 併 " 。 

は か DV 手 という表現を 用いる。 

泥炭質 層 3 . 4 出土土器 ( 図 38)  山苧上土器 。 " 什 。 ， 什 。 ， 厄 ， 件 " 
は 出土していない。 深鉢は外 反する日録郎をも 

ち， 口 頸部は丁寧な 撫で調整であ る (364.365 

・ 367) 。 ロ縁上端に 364 は D 字 刻み， 367 は V 

c 類                                   

字 刻みを施す。 3f66 は胸部 箆 削りの 浅鉢で，   

綾部を研磨している。 深 鉢は滋 賀 里 Ⅲ b 式であ 

るが， 浅 鉢は滋 賀 里 Ⅴ 式 以降に盛行する 器 形で   
あ る。 他に滋 賀 里 Ⅲ b 式は 347.388 があ る。 

泥炭質 層 2 丁出土土器 ( 図版 16, 図 38.40) 

探鉱 は 1 条ないし 2 条の凸時文土器であ る。 368 

は A 類 a 3 型で列目 は D 字 ， 369 は A 類 a g 型 

" 。 " 。 " 仇，ル " 。 沖 "" 
図 35  曲 帯の分類 

で 列目 は D 字であ る。 370 は黒色に研磨された n @f." 0 字 

土器で 箆描 細線で平行線と 三角形文を描く。 そ % 一 
のほか 丸 底の底部 (418) が出土している。 

泥炭質 層 2 出土土器 ( 図 38)  泥炭質 層 2 は砂 V  -   
層が介在する 所では 上 ・ 下 2 層にわかれるが ， 

本 資料は区別できない 地点出土の土器であ る。 図 36  利口の分類 
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352     353 

紬 9 
  Ⅰ 

3% 

  

350   

  356 

図師 縄文晩期の土器㈹ (347 . 357 . 36@ 色砂 l , 348 ,349.358 . 360 泥炭質 層 2 上 ， 350 ・ 35l 白色 
砂 4, 352 一 3Sfn.359.361 斜面黒褐色土， 3f62 泥炭質 層 l ), 弥生前期の土器 (363 階灰色砂質上 ) 
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  一 ' 恥 。 3% 。 " 戸 

365   

392 

図 38 縄文晩期の土器 (2)                                                             ・ 4                                                                                                                                           '2. 
374-389@@ R.gR. 泥炭質店 2 上 ， 390 一 ㏄ 2 白色砂 4) 
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371 は A 類 a 2 型 刻目 D 字 ， 372 は A 類 a 4 型列目 D 字 ， 373 は b l 型列目 V 字であ る。 

泥炭質 層 2 上 出土土器 ( 図版 15.16, 図 37.38)  泥炭質層の中では 最も多くの土器が 出 

上 した (3%  .349  . め 8  .360  ・ 374-389  .393)0  深鉢は A  類 a  9 型 (377  .380  ・ 381)  ,  A 

類 a  3  型 (348  .374  .378  .379),  A  類 b  3  型 (349),  A  類 b  4  型 (375  .376  .382)  などが 

あ る。 層部 片は 385 が a  Ⅱ型， 383  .384 と 386 が b  n 型であ る。 これに 伴な 5 浅鉢は 387 が 

口縁 が短く「 く 」字形に内 抗 する黒色研磨の 浅 鉢 ， 358.360 ・ 389.393 は 椀形 の 浅鉢で ， 

外面は箆削り・ 撫で調整であ るが， 内面は丁寧に 研磨している。 滋 賀 里 Ⅲ b 式の 388 を 

除き，船橋 式 に相当する資料であ る。 

15cm 

図 ㏄ 縄文晩期の土器 (3) (394-40l 泥炭質 層 1, 402-4 は斜面黒褐色土・ 白色砂 l, 414 階灰色砂質 土 ) 
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Ⅰ -- 」 ，よ 。   」         
世 422 

428 

  20cm     

図 40 縄文晩期の土 調 4) ( 底部 ) 

白色砂 4 出土土器 ( 図版 16, 図 37 . 38)  350 は 深鉢 A 類 a 4 型で祠部 は a Ⅱ型の凸 常 に 

小 DV 字 列目を施した 土器。 351 は b 4 型の凸弔文保 鉢 A 類で列目 は D 字であ る。 391 は 

深鉢 A 類 c 4 型の V 字 列目土器， 392 は 同 b 4 型 V 字 列目土器であ る。 390 は 肩 部の破片 

で ，層部 a Ⅲ型 小 DV 字 列目であ る。 これらの土器は ，泥炭質 層 2 上 と比べて世帯が 口 縁 

下 に接して付く 4 型が多く，ょり 新しい傾向を 示す。 

泥炭質 層 l 出土土器 ( 図版 1f, 図 37.39)  上 ，下など数 層 に分層できたが ，土器は少なく 

ここでは一括した。 凸 弔文保 鉢 A 類は 397 が a 3 型列目 D 字 ， 395 は同列目 小 DV 字 ， 394 

は h 4 型の刻 目 V 字 ， 396 は b 4 型別 目小 DV 字 ， 399 は b 4 型列目なしと 多様であ るが， 

西清位置 4 型が主であ る。 肩部は a Ⅲ型 D 字 刻みの 401 だけであ る。 400 は研磨の著しい 列 

目のない 曲 時文土器の鉢。 398 は内外研磨の 椀 形 ， 362 は研磨された 皿形 の 浅鉢 。 

斜面黒褐色土出土土器 ( 図版 15 . 16, 図 37 .39)  複数の時期の 資料を含む。 白帯をもた 

ず， 口 頸部が撫で調整している 土器 け 02.404) ほ ， 滋 賀 里 Ⅲ b 式であ る。 世帯文保 鉢は 

a l 型は 353.407, a 2 型が 408.411, a 3 型が 355, a 4 型が 403.413 。 b 4 型が 352,354. 

356.357.410 ・ 412 であ り， b 4 が主であ る 0 列目では列目なしの 亡帝が他 と 比べて多 

い。 409 は 深鉢 の 肩 都庁 で a Ⅲ型 V 字 刻みであ る。 406 は 口 縁の内外に山背 のづ く 浅鉢 ， 

359.405 は 椀形 ， 36 旧風型の浅 鉢 であ る。 なお，白色砂 1 . 暗 灰色砂質 士 出土の土器も ， 

層的 対応からこの 群の中に一括した。 414@ 土階灰色砂質土から 出土した滋 賀 呈 Ⅲ b 式 。 

底部 ( 図 40) は泥炭質 層 2 下から出土したⅠ点の 丸 底 ㎝ 18) を除き ， 他はすべて平底であ 

る。 平底は底面から 直線的に立ち 上り，すぐに 強く外反するものが 多いが， 419 の ょ 5 に 

外 へややふんばる 底部もあ る。 凝口縁 状のものがなく ，製作技法は 不明であ る。 

弥生前期の土器 ( 図 37)  畿内 篇 1 様式新段階の 外皮のきつい 壺の口綾部 が 1 点 ， 暗 灰 

色砂質上層 ( 第 11 層 ) から出土した (363) 。 器壁 内に籾殻の圧 痕 がみられた。 

土器以覚に土偶様の 板状土製品 ( 図版 18-473) が出土した。 表面に刺突を 施している。 

                              玉田秀英 ) 
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表 6  土器の出土地区と 層位 

番号 型 式 

      
4 鷹島 式 
． 1 鷹島 式                                                     
32  玉木Ⅱ 式 
33  生木Ⅱ 式   @ 。 ト                                         

    

                
探鉱 A@ 類 。         
深鉢 Al 類 。         

      
b4I 斜面黒褐色土 
      黒色土 l 下 
b4ln 斜面黒褐色土 
      泥炭質 層 2J. ヒ 
b3W  泥炭質 層 2 上 
      黒色 i- l 中   
c5 I 黒色土 l 下 
。 51 斜面黒褐色， @: 
        泥炭質 層 2 丁 
c5I 黒色土 l 下     
c5 I 黒色土 l 丁   

c5 I 黒色土 l 上   
b4  黒色土 2 
c5 I 斜面黒褐色土     
c4 Ⅳ斜面黒褐色土 
c 4.5 一 
c5 I 斜面黒褐色土 
      青灰色シルト 1   
  5 Ⅱ黒色土 l 下 
        黒色土 l - 「   
c5 I 黒色土 2   
c5 Ⅱ斜面青灰色砂質 土 

      黒色土 2     
      黒色土 l 下 
      黒色土 l 中 
c5 I 白色砂 8 

      黒色土 l 下 

      黒色土 l 下 
      黒色土 1-   ト   
c5 I 黒色土 l - 「 

      黒色土 l 下 
      黒色土 l 下 

        黒色土 l 下 

c5 I 黒色土 l 下 
c5@  黒色土 l 下 
c5 I 黒色土 l 上 
1 黒色土 l 下 
      黒色土 l 中   
      黒色土 1 丁 
c5 I 黒色土 1 丁 
      黒色土 l 下 
      黒色土 i-   ト   
b4T 黒色土 2 

番号 型 式 分 類   位       
                          探鉱 A  l 類 d     
62 北 白川 c 武 保 鉢 Al 類 d   
                      深鉢 A  @ 類 。 
                              深鉢 Al 類 e                   
                              深鉢 A2 類 a 
                        深鉢 Am 類 b     
                            深鉢 Am 類 b     
                                深鉢 A2 類 "           
88                                                                     
                              深鉢 A5 類                   

1 黒色土 l 丁 
      青灰色シルト l 
c5 Ⅱ黒色土 1 丁 
      黒色土 l 下 

c4W  黒色土 l 中 
巧 黒色土 l 下 
b4  斜面黒褐色土 
c5n  青灰色シルト l 
c5n  黒色土工 下 
c5 I 白色砂 8 

      黒色土 l 下 

      黒色土 @ 下 

      黒色土 l 下   
c5 I 黒色土 l 上 
c5I 斜面黒褐色土 
      黒色土 1 丁 
c5 I 黒色土 l - ヒ 
      黒色土 l 下 

      黒色土 l 下 

      黒色土 1 中 

      黒色土 l 下 

c5 I 黒色土 l 下 
      黒色土 l 下 
。 ' 。 "-- 

b4T 斜面黒褐色土 
      黒色土 l 下 

      黒色土 l 下 

c5I 黒色土 l 下 
b4W 斜面黒褐色 土 
      黒色土 l 下 

c5 I 黒色土 1 丁 
c5 I 黒色土 1 上 
c5 I 黒色土 1-   ド 

      黒色土 l 下 

c5 @  黒色土 1 丁 
      黒色土 l 下 

      黒色土 l 下 

      黒色土 l 上 

b4I 斜面黒褐色土 
      白色砂 l 

b4 I 斜面黒褐色 土 
c5 Ⅱ黒色土 1 丁 
      青灰色シルト l   
c4 Ⅳ斜面青灰色砂質 士 
不明黒色土 l 中 
      黒色土 l 下 

c5n 黒色土 l 上 
b4I 斜面黒褐色土 
I 黒色土 l 下 
c5 I 黒色土 l - 「 
      黒色土 l 中 

c5I 黒色土 l 下 
c4 Ⅳ斜面青灰色砂質 土 
c5 I 黒色土 l 上 
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番号 型 式 分 類               
                                深鉢 Af 類             
                              深鉢 AM 類 
                                深鉢 Af 類 
                                深鉢 Ah 類   
l29 地白川 C 武 保 鉢 Bl 類 a   
@3l 地白川 C 武 保 鉢 B2 類   
1.,12. 地白川 C 武 保 鉢 B  l 類 a 
l33 北 白川 C 武 保 鉢 B             
                            裸体 B  l 類 a 
l35 地白川 C 武 保 鉢 B               
                                              l 渠頁 b 
l37  地白川 G 式 深鉢 Bl 類 a   
l39 地白川 C 式 深鉢 Bl 類 a 
                            深鉢 Bl 類 a 
l4l 北 白川 C 武 保 鉢 Bl 類 a 
l42 地白川 C 武 保 鉢 B             
l43  北山 7llC 武 保 鉢 Bl 類 a 
                          保釣 B  @ 類 " 
                            深鉢 B  l 類 b 
                            深鉢 B  l 類 b 
147 北 白川 C 武 保 鉢 Bl 類 a   
149 北 白川 C 武 保 鉢 B2 類 a 
l50  北 白川 C 武 保 鉢 B2 類 a 
                              深鉢 B23 類 a 
                                深鉢 B2 類 a 
@53  北 白川 C 武 保 鉢 B2 類 d 
                            深鉢 B2 類 。 
l55  北 白川 C 武 保 鉢 B2 類 。 
l5f  地白月 lC 武 保 鉢 B2 類 。 
l57 地白川 C 武 保 鉢 B2 類     
l59  地白川 C 武 保 鉢 B2 類 d   
                          深鉢 B2 類 Ⅰ 
                            深鉢 B2 類 。       

    

。 "  " 一 
c5n 斜面黒褐色土 
巧 @  黒色土 l 上 
c4 Ⅲ黒色土 l 下 
      黒色土 l 下 

㏄ 黒色土 l 下 
c5n  青灰色               
h4  斜面黒褐色土 
c5W  一一 
c5l 黒色土       
c5 l 青灰色シル Ⅱ 
c5 Ⅱ青灰色シルト i 
      黒色土 1 丁 
叫 黒色土 l 上 

。 4  黒色土 l 上 

c5n  黒色土 l 下 
。 。 一一 
c5 @  黒色土 @-   「 
      黒色土 l 下 
      黒色土 l - ド 
c5 I 黒色土 l 下 
I 黒色土 l 下 
      青灰色シルト l 
c5I 黒色土 IT 
c5 I 黒色土 l - 「 
I 黒色土 l 下 
      黒色土 l 下   
      黒色土 1 中 

      黒色土 l 下 
c5 Ⅲ   
      黒色土 @-   %   
      黒色土 l 中 
c5 I 黒色土 l F@-, 
      黒色土 l 下 
      黒色土 l 下 

      黒色土 l 下   
"  一 
c 5  - 
      黒色土 l 上 

c5I 黒色土 @"   「 
c5 I 黒色土 l 丁   
      黒色土 2 
      青灰色シルト l 
      黒色土 l 下 
      黒色土 l 下 
b5TT 暗 灰色砂質 土 
c5I 斜面青灰色砂質 七 
b4 Ⅲ斜面黒褐色土 
㏄ 黒色土 l 下 
      黒色土 l 中 

    黒色土 l 下 

b4T 斜面黒褐色土 
      黒色土 1 車 

      
                                                                                              

2l2 地白川 c 式                 

                
  探鉱 cl 類 。 

深鉢 cl 類 。 

深鉢 cl 類 。                   
深鉢 c2 類 a 
深鉢 ci 類 b 

探鉱 c2 類 b 
深鉢 c2 類 a 
深鉢 C2 類 b 
深鉢 c2 類 b                                                           

    

d4  斜面黒褐色土 
      黒色土 l 下 
b 5 一一 
h4  斜面黒褐色土 
      黒色土 l 上 
      黒色土 l 中 
      黒色土 l 下 
      黒色土 l 中   
。 3  "."     
c4 Ⅳ斜面黒褐色土 
斜面黒褐色土 

      黒色土 2 
b4T 斜面黒褐色土 
。 "  一 
      黒色土 l 下 

      黒色土 l 丁   
      黒色土 l - 「 
c5 I 黒色土 l 下 
      黒色土 l 下 
      黒色土 l 下 
      黒色土 l 丁   
c5 I 黒色土 l 下 
b4 Ⅲ斜面黒褐色土 
      青灰色シルト l   
I 黒色土． l 下 
      黒色土 l 下 

I 黒色土 l 下   
      黒色土 l 下 
昭 黒色土 l 上 

    黒色土 1 上 
      煕 。 佳士 l 中 

I 黒色土 l 下 
        黒色土 l 下 

        黒色土 1 丁 
      黒色土 l 下 
c5 I 黒色土 l - ド 

c5n  黒色土 l - ド 
c5 I 黒色土 l 下 
      黒色土 l 中 
c5 @  黒色土 l 下 
b4nnT 斜面黒褐色土 
c5 l 黒色土 l 丁     
c5 @  黒色土 l 下 
      黒色土 l 下 
c5 @  黒色土 l 上 
c5 I 黒色土 l 下 
b4 Ⅲ斜面黒褐色土 
c5n  黒色土 l 下 
c5I  黒色土 l 下 



70 遺   

  表 6 つづ き 

番号 型 式 分 類 地区 層   

                                                  黒色土 1 丁 
                                                  c5l 黒色土 @-   「 
                                                    黒色土 1 丁 
                                                              黒色土 lT 
                                                            c5I 黒色土 l 下 
                                                            黒色土 l 下 
                                                          c5n 斜面青灰色砂質 土 
                                              b4 Ⅳ斜面黒褐色土 
                                                黒色土 IT 
                                                      c5 Ⅲ黒色土 1 丁 
                                                    c. 「 ， Ⅱ黒色土 IT 
                                                        b411 黒色土 l 上 
                                                            黒色土 l 下 
                                                          黒色土 l 下 
                                                            黒色土 l 中 
                                                                  黒色土 l 下 
                                                                    c5I 黒色土 l- ト   
                                                            黒色土 lT 
                                                c5I 黒色土 l 下   
240 大杉谷 式糸                             c5 Ⅱ黒色土 1 丁 
                                                        青灰色シルト 1 
                            深鉢 Dl 類 。 5I 黒色土 l 下 
                                                            c5I 黒色土 1 丁   c5 I 黒色土 l 下 
                                                                黒色土 l 下 
          期 深鉢 D2 類 c5 I 斜面黒褐色土 
                                                                      黒色土 l 下 
                                                          c5 I 黒色土 l 下 
                                                        。 4  黒色土 l 上 
                                                                  黒色土 l 下 
                                                                                黒色土 1 丁 
                                                                  c5 I 黒色土 @-   ド 
                              深鉢 Dl 類       黒色土 1 丁 
                                                          c4 Ⅳ黒色土 l 下 
                                                                      黒色土 l 中 
                                                                        黒色土 l 下 
                                                              黒色 土 l 下 
                                                              黒色 土 l 下 
                                                                  ． 1    黒色土 l 下 
                                                              c5n 黒色土 l 下 
26l 車 木 Ⅱ 式 ?                                          黒色土 l 下 
                                                                                    黒色土 l 下 
                                                                      黒色土 l 下 
                                                                黒色土 l 下 
                                                    c5I 黒色土 l 下 
                                                                  黒色土 1 丁 浅鉢 A  類 I 黒色仝． 1 丁 
                                浅鉢 A4 類       黒色土 l 下 
2fng 北 白川 C 武 法 鉢 A4 類 。 5 Ⅱ黒色土 l 下 

                            浅鉢 A2 類 a  c5 Ⅱ青灰色シルト l 
27l 不 明 浅鉢 A4 類 。 5I 青灰色シルト l 
272 地白川 C 式 法 鉢 A2 類 c  c5l 黒色土 l 下 
273 北 白川 C 武 法 鉢 B                c4  黒色土 1 上 
274 北 白川 c 武 漢 鉢 c2 類       黒色土 l 下   壺 c5 I 黒色土 1 丁 

番号 型                                         

276 北 白川 C 式 法 鉢 D 類       黒色土 1 下 
277 地白川 C 武 法 鉢 B                黒色土 @ 下 
278  地白川 C 式 法 鉢 B2 類 一 ・一一 
                          浅鉢 Al 類 b  。 5T 黒色 土 Ⅰ 下 
                                                        黒色土 lT 
                              浅鉢 Al 類 a  c5 Ⅱ黒色土Ⅰ 下 
282 比目 川 C 式 法 鉢 AI 類 b  。 5I 黒色土 1 丁 
983 地白川 C 式 法 鉢 Al 類 b  。 4  黒色土 1 下 
984 北 白川 C 式 法 鉢 Al 類 b  。 4 Ⅳ黒色土 IT 
                            浅鉢 Al 類 b  c5u 黒色土 l 下 
28f 北白 JllC 武 法 鉢 Al 類 b        黒色土 @ 下 
                                                            黒色 土 @ 下 
                        浅鉢 Al 類 b  。 5I 黒色土 1 丁 
                                                                  黒色土 @ 下 
      北 白川 C 武 漢 鉢 A2 類 b  b4I 斜面黒褐色土 
                            浅鉢 A2 類 a  b4H  白色砂 @ 
                          法体 Am 類 a  。 4 Ⅳ黒色土 l 下 
                          浅鉢 A2 類 a  c5n  白色砂 5 
                                                        c5I 黒色土 l 下 
                                                    a  c5I 黒色土 l 下 
                          浅鉢 Am 類 a  h 仝Ⅱ黒色土 l 上 
297 地白川 C 武 法 鉢 A3, 類 b  。 5f 青灰色シルト l 
298 地白川 C 式 法 鉢 A3 類 b  。 5I 黒色土 l 下 
299 北 白川 C 式 法 鉢 A3 類 a  。 51 黒色土 l 下 
                              浅鉢 AS 類 c  c5I 黒色土 l 上 
                                                      青灰色シルト l 
                                                    c4  黒色土 l 下 I 浅 銘 額 黒色土 l 下 
                                                    c5n 青灰色シル     
                                                                            黒色土 l 下 
        北 白川 C 武 法 鉢 B2 類 b41 斜面黒褐色土 
                                                            b4  斜面黒褐色土 
308  地白川 C 武 法 鉢 B2 類 c4  黒色土 l 下 
c5I 黒色土 中 
                                                          c5r 黒色土 l 下 
                                                                  b4 Ⅲ斜面黒褐色土 Ⅱ 黒色土 l 下 
                                                              b4I 斜面黒褐色土 
                                                          c5I 黒色土 l 下 
                                                            黒色土 l 下 
紐 6 地白川 C 武 漢 鉢 C3 類 c5I 黒色土 l 下 
                                                      c5@  黒色土 IT 
                          法体 D 類 b41 斜面黒褐色土 
                                                    c5I 白色砂 8 
                                                      黒色土 l 下 
                                              c5I 黒色土 1 丁 
                                            c4 Ⅳ黒色土 l 下 
                                                    黒色土 l 下 
                                      c5I 黒色土 l 下 
325                                                             黒色土 l 下 
                                            c5n 黒色」 hl 下 
                                                c5@  黒色土 1 中 
                                                          c5I 黒色土 l 下 
                                                  c5I  黒色土 l 下 
                                              c5I 黒色土 l 下 
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II i   
北 白川 C 式 底         c5l 
北 白川 C 式 底                 
                                  c5I 
東 庄内 A?  底           c5l 
                                        c5l 
                                          c5 Ⅰ 

                                    c5l   
北 白川 C 式 不 明       
地白川 c 武 本     c4 Ⅳ 
                                  c4 Ⅳ 
                    深鉢 B 類         
山市立土器 深 
白帯 文 土器 深 

    d5l   
白帯上土器 深   h4 Ⅱ 
白帯 文 土器 深         
凸 弔文土器 深   b4 Ⅲ 
世帯上土器 深         
山市立土器 深   
世帯 文 土器 深   c5 
白帯 文 土器 深     b5 
世帯 文 土器 探 鉱 b4 Ⅲ 
凸 時文土器 浅         
凸帯文 土器 茂 鉢 
世帯 文 土器 浅           
白帯 文 土器 浅             
山市立土器 浅       c5I 
弥生土器 
第 I 様式 d5]V   
滋 賀 里 Ⅲ b 武保 鉢 c5 Ⅱ 

凸 弔文土器 浅             
滋 賀 里 lI b 式 d5 I     
世帯皮土器 探 鉱           
世帯 文 土器 深   
白帯 文 土器 深           

山時文土器 深 鉢 c4 Ⅱ @ 

白帯皮土器 深   c5I 
白帯 文 土器 深   
山苧 文 土器 深     d5I 
白帯 文 土器 深 鉢 d5 I 
山苧文士 器 深 鉢 c4I 
山苧 文 土器 深         d5 Ⅱ 

凸 弔文土器 深     c5I 

位
 

下
下
 

 
 
上
土
 

層
 

色
色
 

黒
黒
 黒色土 l 下 
黒色土 j 下 
黒色土 1 丁 
黒色土 i 下 
黒色土 1 丁 
黒色土 lT 
黒色土 1 丁 
黒色土 l 下 
黒色土 1 丁 
黒色土 l 下 
黒色土 1 下 
黒色土、 1 丁 
黒色土 1 丁 
暗 灰色砂質上 
白色砂 l 

泥炭質 層 2 上 
泥炭質 層 2 上 
白色砂 4 

白色砂 4 

斜面黒褐色土 
斜面黒褐色土 
斜面黒褐色土 
斜面黒褐色土 
斜面黒褐色土 
白色砂Ⅰ 
泥炭質 層 2 上 
斜面黒褐色土 
泥炭質 層 2 上 
白色砂 1 

泥炭質 層 1 丁 

暗 灰色砂質 土 

泥炭質 層 4 

泥炭質 層 泥炭質 3 七一 層 4 
泥炭質 層 3 正一 
泥炭質 層 4 

泥炭質 層 3 中 
泥炭質 層 2 丁 
泥炭質 層 2- 「 
泥炭質 層 2 丁 
泥炭質 層 2 上一 
泥炭質 層 2 丁 
泥炭質 層 2 上一 
泥炭質 層 2 丁 
泥炭質 層 2 正一 
泥炭質 層 2 丁 
泥炭質 層 2 上 
泥炭質 層 2 上 
泥炭質 層 2 上 
泥炭質 層 2 上 
泥炭質 層 2 上 
泥炭質 層 2 上 
泥炭質 層 2 上 
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式
 

 
 

 
 

Ⅲ
 
r
 
I
 
Ⅲ
 I
 Ⅲ
 @
 
 Ⅲ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
 W
 Ⅱ
Ⅲ
 
1
1
   

 
 

 
 

 
 

類
 
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
 

鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
鉢
 

 
 

分
 
深
深
深
深
深
深
浅
深
浅
深
深
深
浅
深
深
深
 

深
浅
深
深
深
深
深
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2 万 器 ( 図版 17  .18,  図 41 ～ 名 ) 

五 %(429 ～ 435)  百錬 は 7 点あ りすべて サヌヵィト 製であ る。 1 点が先端部を 欠失 

する他は完形であ る。 基部はいずれも 図形であ るがⅠ 点は平基 に近い。 素材剥片の面は ， 

先行剥離面と 主剥離面を共に 残すものが 2 点，先行剥離面だけを 残すものが 1 点， 生 剥離 

面 だけを残すものが 2 点，どちらも 残さないものが 2 点あ る。 自然面を残すものはない。 

石 錐 (436)    点 あ りサヌカイト 製。 錐部忙 短く顕著な磨滅は 認められない。 素材 

剥片の面は，先行剥離面， 生 剥離面がともに 残る。 自然面はなし。 

細部調整のめろ 剥片 (437-439)  細部調整があ るが定形的な 石器として定義できない 剥片 

を 細部調整のあ る剥片として 一括する。 サヌカイト製 23 点，青色のチャート 製 2 点，赤色 

の チャート製 1 点の計 26, 点であ る 0 ピエ ス・ 表 7  ぉ m 部 調整のあ る縁辺 ご                                                         

ヱスキヱと 認定できるものが 5 点あ り (438),                                                   下段 : 連続 長 ㎜ ) 

いずれもサヌカイト 製であ る。 全体に小型の 

ものが多い 0 ピエ ス・ エ スキェ以外の 21 点に 

ついて細部調整のあ る縁辺別に細部調整の 種 

類とその連続 長 をみたのが表 7 であ る。 薄形 

裸形細部調整が 約半数を占めている。 

剥 片 サヌカイト製 27 点，青色のチャ 

ート製 2 点，赤色のチャート 製 1 点の計 30 点 

が 出土した。 横長剥片が 10 点に対し，縦長剥 

片は 20 点であ る。 長さの計測が 可能な 28 点に 

ついて最大 長 (D) と最大幅 (W) の 比 L/W を 

とると 1.69 千 0.67L 穏老 J ( 平均 士 標準偏差， 

C コ 内は変異係数 ) , 剥離方向に対する 最大 

長 (LD) と最大幅 (WD) の 比 LD/WD をとる 

と ， 1.27%0.57C45% コ であ る。 なお石核は出 

深 
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切目 石錘 ( 名 8-458)  すべて頁岩梨 で ㎎ 点 

あ り， う ち宗形品は 34 点であ る。 宗形品の属 
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430 431 43 

      

436 

ぢ 

図 4l 石鎌 (429 一 43l ・ 434),                                                      細部調整のあ る剥片 (437 .439), 
石製壺飾 具 (440 ・ 44l) 
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図 42  踏襲石斧 (442 一 444),  敵石 (445),  打製石斧 (446),  石棒 (447) 



石 器 75 

  
C
 
Ⅲ
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

石
 

磨
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
  
 

石
 

口
 

 
 

 
  
 
図
 



遺   

  20cm   10cm 

図 44  石皿 (465.466),  四百 (469 。 470)  466 のみ縮尺 1/4 
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形で今回計測し 得た 60 点の属性と比べたのが 表 9  口 石 ・捨石・ 敵 石の点数 

表 8 であ る 0 平均値で比べるとよく 似ている 凹みを有する 面の数 
唐画 構痕 

が 個体ごとのばらつぎが 大きく特に重さにつ 0 1 2 3 

いては著しい。 有 有 4 

有 無 3 2 

石斧 類 (442-446)  442 は 榔 境君 製 の 乳 無 有 3 1 3 

軸 岳   
棒状石斧で頭部に 敦打 整形の痕跡がよく 残り 

万部には研磨時の 線状痕の他に 緩声としての 使用を示す線状 痕 が認められる。 何 3.444f ま 

走向武石斧の 頭部でともに 蛇紋岩 製 であ る。 両者とも表面 は 極めて平滑に 仕上げている。 

446 は頁岩製の打製石斧で 薄く，頭部以外の 整形は雑であ る。 445 は溶結凝灰岩梨で 敵 右 

の 一種と思われるが 形が特異で一端の 全長にわたって 潰痕 状の剥離面が 両面に存在してい 

る 。 

石 皿 (465-468)  465 は小型で凹みを 作り出しており 花樹斑岩 製 であ る。 他に大き 

くて部厚い平らな 石の表面を平滑にしているものが 11 点 あ り，いずれも 破片であ る。 466 

はその中で最大で 石英斑岩 製 。 他は砂岩梨 が 4 点， 扮 岩梨 が 2 点，アプライト ，黒色頁岩， 

ホルンフェルス ，流紋岩 製が各 Ⅰ点であ る。 厚さは計測可能なものでは 49 ～Ⅱ 1 ㎜であ る。 

磨五 ・四有・散在 (459-464, 469-472)  凹み，磨かれた 面 ，突出部の潰れといった 表 

面の状態は単独でも 存在するし，いろいろに 組み合わさっていることもあ り個々の遺物を 

分類するのが 困難となっている。 そこで，片手で 握れる程度の 大きさの石で ，凹み，踏面， 

潰れの少なくともひとつがみられるものを 一括して扱う。 丸餅形をしたものが 19 点で他の 

形をしたものは 3 点のみであ る。 石材は多岐にわたっており ，花嵐岩梨 7 点，砂岩 製 5 点 

在 嵩 斑岩梨 3 点， 扮岩製 2 点，角閃石安山岩，安山岩，石英閃緑岩，閃緑岩，ホルンフェ 

ルス製が 各 Ⅰ点であ る。 表面の状態ごとの 点数を表 9 に示す。 

石 棒 (447)  三波川変成帯の 曹長石石墨白雲母片岩製の 小破片であ る。 

石製華飾 具 (440 ， 441) 440 は滑石製で 1 孔が貫通し，上端から 片面甲兵部まで 溝をつげ 

ぞいる。 表面にほ整形時の 線状 痕 が残る 0 一部欠損している n 441 は砂岩の礫を 利用しⅠ 

孔を有するが 北中央部のエッジ は 鋭いままになっている。 

これらの他に 自然礫の中で 玄武岩 製 の焼 け 礫の破片が 21 点 あ り，母岩数は 3 ～ 4 点で 2 

例の接合例を 含んでいる。 ( 森本音 ) 
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表 l0  石器の出土地区と 層位 
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